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   A 32-year-old woman was admitted because of a large abdominal mass in the right upper 
quadrant. Laboratory findings including hormonal studies were within normal ranges. CT scan 
and various X-ray examinations revealed a large adrenal cyst on the right side. On May 2, 
1984, an adrenal cyst was removed through the right flank incision. Histological study showed 
that the wall of the cyst consisted of fibrous tissue with endothelial linings and dilated lymphatic 
vessels. Thus it was classified as a lymphangiomatous adrenal cyst.
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現病 歴:1984年2月22日よ り,嘔 吐 お よび全 身 倦 怠
感 が 出現 し,内 科 に て 急性 肝 炎 と診 断 され,そ の 入 院
加療 中 上 部 消 化 管 造 影 に て,上 部 消 化 管 の左 方 へ の 著
明 な圧 排 を認 め た た め,同 年3月22日 当科 を 受 診 し
た.肝 炎 治癒 後 い った ん 退 院 し,同 年4月18日 当 科 に
入 院 し た.
入院 時 現 症 身 重155.5cm,体 重60kgと 軽 度
の肥 満 を 認 め た.胸 部 理学 所 見 に て 異 常 は 認 め な か
っ た が,左 下 腹 部 に 可 動 性 を 有 す る 腫 瘤 を 触 知 し
た.
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d1,ク レア チ ニ ンo.9mg/dl,Nal42mEq/L,K4.3
mEq/L,cllo5mEq/L,ca4.4mEq/L,P2,9mg/
dl.検 尿;異 常 な し.内 分 泌 学 的 検 査=ア ド レ ナ リ ソ
o.03ng/m1,ノル ア ド レ ナ リ ンo.17ng/dl,レ ニ ンo・9
ng/ml/hr,コル チ ゾ ー ル8・5ug/dl,ア ル ドス テ ロ ン
120P9/ml,尿中17-Ks4.1mg/day,尿中vMA3・10
mg/day,尿中17-OHCS4.lmg!day.
X線 検 査1上 部 消 化 管 造 影 に て,上 部 消 化 管 は 著
明に 左方 お よび 下 方 へ 圧排 され(Fig.1),DIPにて
右 腎 は正 中 線 を こえ,左 腎 の 下方 に ま で圧 排 され てい
末盛 ・ほか:副 腎 ・リンパ管腫性嚢腫
た(Fig.2).腹部CTに て右腹部 に約20×16×25
cmのcysticmassを認め,肝 を上方へ.右 腎および
消化管を左方へ圧排 していた.内 部 は均一でwater































































































liusDが第1例 を 発 表 して 以来,Wah】2)は 剖 検 例
13,996例中9例,Hodgesら ε)は110,000例の剖 検 例
中2例 に 本 症 を 発 見 したに す ぎず,Foster4)は220例
を,VandeWaterら5)は237例を 文 献 上 集 録 して い
る.本 邦 に おい て も1933年に 富 澤6)が剖 検 例 を報 告 し
て 以来,宇 都 宮 ら7)が46例を集 計 し てい るが,そ の 後
の症 例 に つ い て わ れ われ が 集 計 した か ぎ りで も自験 例
を 含め て も20例で あ り,合 計66例に す ぎな い.こ れ は
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1B2回 の服 用 です 。
種 々の 放 出 時 間 を持 つ よ う製 剤 化 され た 、徐
放 性顯 粒(Timedp"1)をカプ セ ル に 充 填 し ま
し たの で 、急 激な 血 中 濃度 の 上 昇 を おさ え 、
血 中濃 度 の 持 続 が観 察 され てい ます。
従 って.従 来 の イン ドメ タ シン に み られ た 消
化 器障 害 、中 枢系 の 副 作用(頭 痛 、頭 重)の 発
現 頻 度 を低 下 させ る こ と が二 重 盲検 試験 で 確
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